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「ピープルファースト大会ｉｎ新潟」第１２回
だい かい た い か い イ ン に い が た

２００５ 年 １ １ 月６日（ 日 「朱鷺メッセ」）
ねんじゅういちがつむいか にち と き

大会決議
た い か い け つ ぎ

１ 「障 害 者自立支援法」の成立に 断固抗議する！．
しょうがいしゃ じ り つ し え ん ほう せいりつ だ ん こ こ う ぎ

「算 数できない 厚 労 省 」のつくった、でたらめ「障 害 者自立
さんすう こうろうしょう しょうがいしゃ じりつ

支援法」が１０月３１日 「国 会」をとうっちゃいました。、
しえんほう じゅうがつ にち こっかい

「障 害 者自立支援法」は、わたしたちの仲間たちから 「自分で選、
しょうがいしゃじりつ しえんほう なかま じぶん えら

んで、決める権利 「当事者主 体 「基本的人 権」を奪うものです。」 」
き けんり とうじしゃしゅたい きほんてきじんけん うば

仲間たちが地域で暮らす権利、必 要とするサービスを 奪い、入 所
なかま ちいき く けんり ひつよう うば にゅうしょ

施設に閉じこめる「人 権侵 害法 「自立破壊法」です。」
しせつ と じんけんしんがいほう じりつ はかいほう

「介護保険制度と障 害保健福祉施策との統 合」に向けた悪 法です。
かいご ほけん せいど しょうがい ほけん ふくし しさく とうごう む あくほう

「介護保険制度」が 始 まってから、２２ 万 人 の高 齢 者 が施設に閉じ
かいご ほけん せいど はじ まんにん こうれい しゃ しせつ と

こめられました。

わたしたちはこれまで 地域で人としてあたりまえに生きる権利を奪、
ちいき ひと い けんり うば

う制度改 悪に断固抗議し 冬の寒さにも 夏の暑さにも 台 風の雨 風、 、 、
せいど かいあく だんこ こうぎ ふゆ さむ なつ あつ たいふう あめかぜ

にも負けず 「厚 生労 働 省 「議員会 館前 」で、泊まり込みを 含む、 」
ま こうせい ろうどうしょう ぎいん かいかんまえ と ま り こ ふく

抗議行 動を 続 け 「自立支援 法 」の廃 案を 命 がけで、 強 く 強 く 強、
こうぎ こうどう つづ じりつ しえん ほう はいあん いのち つよ つよ つよ

く要 求し続けてきました。
ようきゅう つづ

しかし 厚 生労 働 省 の役 人は わたしたちの仲間たちの声を聞、「 」 、
こうせいろうどうしょう やくにん なかま こえ き

かず、抗議の声を無視して法 案を「国 会」に提 出し、そして自民・
こうぎ こえ む し ほうあん こっかい ていしゅつ じみん

公 明の両 党の国 会議員は、 数 の 力 を持って、この法 律をとうし
こうめい りょうとう こっかい ぎいん かず ちから も ほうりつ

ました。

わたしたちは 絶 対に許さない！
ぜったい ゆる

地域 自立 生 活を 絶 対に あきらめない！
ちいき じりつ せいかつ ぜったい
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２．虐 待・人権侵害を 絶対に 許さない！
ぎゃくたい じんけん しんがい ぜったい ゆる

松 岡敏雄さんが 訴 えた裁 判の判 決は、入 所施設の「札 幌育 成
まつおか としお うった さいばん はんけつ にゅうしょ しせつ さっぽろいくせい

園 」だけが 悪 くて 「北 海 道 「北 海 道銀 行」は 悪 くないというも、 」
えん わる ほっかいどう ほっかいどう ぎんこう わる

のでした。施設が 悪 いことをしないように、見張っている責 任は、
しせつ わる み は せきにん

「都道府県 「厚 生労 働 省 「国」にあるのです。」 」
とどうふけん こうせいろうどうしょう くに

、「 、 」 。松 岡さんは 最 高 裁にいって 勝 利するぞ！ と言い切りました
まつおか さいこうさい しょうり い い き

この 闘 いは 入 所施設に仲間たちを隔離収 容し 仲間たちから自由、 、
たたか にゅうしょしせつ なかま かくり しゅうよう なかま じゆう

を 奪 い、閉じこめ 続 けることが、虐 待であり人 権侵 害であると
うば と つづ ぎゃくたい じんけん しんがい

主 張している裁 判です。
しゅちょう さいばん

入 所施設は いらない！ 地域で いきるぞ！
にゅうしょしせつ ちいき

３．アジア・環太平洋 地域の 仲間たちと 連帯する！
かんたいへいよう ち い き な か ま れんたい

「国 連障 害 者権利条 約特 別委員会」の報 告を持って、わたし
こくれん しょうがいしゃ けんり じょうやく とくべつ いいん かい ほうこく も

たちはこの国の仲間たち、そして海 外の仲間たちにも情 報を発 信し
くに なかま かいがい なかま じょうほう はっしん

ていきます。

わたしたちは、まずは身近な国の仲間たちと 力 を合わせて、誰もが
みぢか くに なかま ちから あ だれ

一人の人 間として 「いきいき・のびのび・ゆうゆう」と、あたりまえ、
ひとり にんげん

の生 活を 送ることができる、真 のノーマライゼーション社 会の実 現
せいかつ おく しん しゃかい じつげん

を、強く強く要 求していきます。
つよ つよ ようきゅう

せかいじゅうに にゅうしょしせつは いらないんです！

「ピープル・ファースト大会ｉｎ新潟」に 結 集した
た い か い イ ン に い が た けっしゅう

仲間たちと 力 を合わせ 差別と 闘 い
な か ま ちから あ さ べ つ たたか

地域での よりよい生活を 勝ちとるために
ち い き せいかつ か

わたしたち 自身が 声を上げ
じ し ん こえ あ

国・各都道府県・各市町村 に対して
くに かく と ど う ふ け ん かくしちょうそん たい

今まで 以上に 強く 強く 訴 え 要 求していくぞ ！！
いま いじょう つよ つ よ うった ようきゅう




